
整備状況

高知南国道路 南国安芸道路

高知東部自動車道

事業中 事業中

阿南安芸自動車道

安芸道路

事業中

窪川佐賀道路

事業中

四国８の字ネットワークの整備促進

地域経済の活性化を支え、大規模災害時の備えとして不可欠な四国８の字ネットワークの整備は急務

四国横断自動車道：

阿南安芸自動車道：

１ 事業中箇所の早期開通

中村宿毛道路

事業中

窪川佐賀道路、佐賀大方道路、大方四万十道路

安芸道路、海部野根道路、北川道路2-2工区（補助事業費の確保）

高知東部自動車道：

四国横断自動車道：

阿南安芸自動車道：

２ 計画段階評価完了区間の早期事業化

奈半利～安芸

宿毛～内海

奈半利
～

安芸

■四国8の字ネットワーク

調査中

愛媛県
愛南町

徳島県
海陽町

■凡例

都市計画
調査中

事業中

高
知
南

宿毛湾港

※事業中区間のICの名称は⼀部仮称

内
海

津
島
岩
松

南国安芸道路 高知龍馬空港～香南のいち、芸西西～安芸西

道路災害関連

佐賀大方道路

事業中

片坂
バイパス

宿
毛

平
田

四
万
十

黒
潮
佐
賀

黒
潮
大
方

黒
潮
上
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口

四
万
十
町四
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十
町
西

中
土
佐

高
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国

大
豊

香
南
の
い
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西
西

安
芸
西

安
芸
東

柏
木野

友

高
知
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空
港

E32

E56

E55

公

表

開
通
見
通
し

未

公

表

開
通
見
通
し

中
央

須崎港

高知港

国道493号 小島地区

間

須
崎
西

な
ん
こ
く
南

高知東部自動車道 :高知南国道路 高知～高知南

四国横断自動車道 :中村宿毛道路 平田～宿毛

北川道路

2-2工区

：開通 済（無料・２⾞線）
（暫定２⾞線含む）

：事業 中

：開通 済（４⾞線）

：調査中区間（県施⼯）

：開通予定年度

：計画段階評価完了区間

：主なIC、JCT

：重要港湾

：⼀般国道

○○
(事業中)

E55

E32

E56

E11

E11

黒
潮
拳
ノ
川

安倉
～

和田

(計画段階評価完了)

土
佐

令和元年度

野根～安倉阿南安芸自動車道：

３ 直轄による権限代行実施の検討を行う

ための調査の推進

事業中

事業中

大方四万十
道路

海部野根道路

野
根

甲
浦

宍
喰

海
部

古
津
賀

令和元年度

令和
２年度

有料・暫定２車線

四国横断自動車道

伊
野

須
崎
東

大洲市
方面

高松市
徳島市
方面

平成31年度
新規事業化

平成31年度
新規事業化

：開通済み（有料・暫定２⾞線）

野根～安倉

調査中宿毛
～

内海

環境アセス
調査中

(計画段階評価完了)

(計画段階評価完了)

平成31年度
直轄による権限

代行実施の検討を
行うための調査

（
安
倉
）

令和２年度

高知県

中
央

⾼
知

「新規事業化」や「直轄による
権限代⾏実施の検討を⾏うため
の調査」の決定に地元は⼤変喜
んでおり、早期開通への期待が
⼤いに⾼まっています。



■ミレービスケットを中心とした特産品の
売上高の推移

●四国８の字ネットワーク沿線での国内外からの需要増に
対応する新工場の整備

四国８の字ネットワークの整備促進 【開通予定公表箇所の確実な開通に向けた予算の確保】 高知県

■「自然＆体験キャンペーン」を開催中

●４３５万人観光の定常化に向けた取り組み

2019年2⽉1⽇(⾦)〜2020年12⽉31⽇(⽊)予定

300
万⼈

10 172008
年度

09 11 12 13 14 15 16 2018
年度

435
万⼈

●県外観光客入込数（ ）・観光総消費額（ ）の推移

⼟佐・⿓⾺であい博、⼤河ドラマ

志国⾼知 ⿓⾺ふるさと博

観光キャンペーン
リョーマの休⽇

志国⾼知
幕末維新博

⾼知南
-なんこく南

須崎東-須崎⻄
四万⼗-間

中⼟佐-四万⼗町中央
⾹南かがみ-⾹南やす

⾹南のいち
-⾹南かがみ

須崎⻄-中⼟佐
⾹南やす-芸⻄⻄
柏⽊-野友

なんこく南-
⾼知⿓⾺空港

過去最⾼
を達成

８の字
の整備

■高知新港客船ﾀｰﾐﾅﾙの整備

⾃然＆体験
キャンペーン

地域に発現している様々な分野の効果がさらに拡⼤し、地域経済の活性化に寄与

400
万⼈

500
万⼈

800
億円

1000
億円

1200
億円

440
万⼈

441
万⼈

四万十町西‐

黒潮拳ノ川

高知龍馬空港の整備

高知新港の整備

出典：⾼知⿓⾺空港・航空ﾈｯﾄﾜｰｸ成⻑戦略
検討会議資料■利用者数の推移

■ｸﾙｰｽﾞ客船乗客数の推移
外国⼈ ⽇本⼈

なんこく南〜
⾼知⿓⾺空港

E55

2016年度

2014年度

メイン
バース
供⽤開始

2015年度2014年度 2016年度 2017年度

10万⼈

客船乗客等による
消費額

約15億円
（前年⽐1.7倍）

に迫る

出典：港湾振興課・観光政策課提供資料

⾼知南〜
なんこく南

⼤⾃然を満喫するアクティビティから、地元の⽅々
とのふれあいや街歩きなど、訪れる⼈それぞれが⾼
知を満喫できる体験プログラムが充実

2018年度

⾼知新港客船
ターミナル

整備状況

※事業中区間のICの名称は⼀部仮称

：開通 済（無料・２⾞線）
（暫定２⾞線含む）

：事業 中

：開通 済（４⾞線）
：調査中区間（県施⼯）

：開通予定年度

：計画段階評価完了区間

：主なIC、JCT

：重要港湾：⼀般国道

○○
：開通済み（有料・暫定２⾞線）

2009
年度

2013
年度

2017
年度

2021
年度

過去10年間
で最多 180万⼈

以上146万⼈
132万⼈

119万⼈

⽬標

約0.5万⼈ 約0.6万⼈

約9.9万⼈

E55

2019年３⽉供⽤開始

▲CIQの整備で⼊国審査時間が短縮

■新ターミナルの整備

■ゆず園地の整備（北川村）

■輸出用ゆず玉の園地と加工場

・EU加盟国への輸出検疫条件
を満たした園地と加⼯場

2015 2016 2017 2020

9.9億円

13.7億円

16.5億円

県外への出荷
約6割

・⾸都圏や近畿地⽅等に陸送で
毎⽇出荷

⽬標
20億円超

高知県食品工業団地【高知市大津】

※出典：地産外商課提供データ
2015 2016 2017

１.5億円
１.7億円

2.9億円

2014

１.3億円

約2.2倍

⽣産額約2.2倍

【2018〜2022】
合計5.4ha整備予定
※うち海外輸出⽤約1/3

（2018新規事業）

輸出額が着実に増加

■高知県産ゆずの輸出額の推移

観 光 振 興

2014→2017

加⼯場

1

利⽤客数が年々増加
さらなる需要増を⽬指す

産 業 振 興

※⾼知県⾷品⼯業団地事業協同組合提供ﾃﾞｰﾀ

・ﾐﾚｰﾋﾞｽｹｯﾄの⽣産能⼒の増強
【5割増】

■高知～高知南の開通を見据えた
生産能力の増強

⽣産量 約1８0万袋/⽉

高知港

海
部

野
根

安
芸
東

芸
⻄
⻄

⾼
知

⿊
潮
拳
ノ
川

四
万
⼗

平
⽥

宿
⽑

北川村

⼤
豊

⾼
知
南

⾼
知
⿓
⾺
空
港

高知龍馬
空港

⾹
南
の
い
ち

四
万
⼗
町
⻄

四
万
⼗
町
中
央

⿊
潮
佐
賀

⿊
潮
⼤
⽅

令和元年度

令和
２年度

貨物ターミナル

新ターミナル

バスプール等の
再整備

未利⽤スポットの活⽤

カウンター・搭乗待合室
CIQ施設・保安検査場の常設

国際線新設・国内線増設

空港施設の機能強化

●ゆずの輸出と生産拡大に向けた取り組み

※⾼知中央IC（令和２年度開通予定）近隣

宿毛湾港

須崎港

（2019年6⽉操業開始予定）

須
崎
東

1126
億円

楽しまんと！はた博

⾼知家
まるごと東部博

2016
奥四万⼗博

1

約7.8万⼈

（果汁+ゆず玉）

中
央

⾼
知 1104

億円



四国８の字ネットワークの整備促進 【事業中箇所の着実な整備と計画段階評価完了区間の早期事業化！】 高知県

※「8の字完成時点」は、四国8の
字ネットワークとH27事業中の
⾼規格幹線道路が完成したもの
として算定。また、陸路のみ使
⽤したものとして全て算定

宿毛市

高知市

岡山市

大阪市

姫路市

広島市

防府市

浜田市

出雲市 米子市 鳥取市
■消費圏域の変化

●地域の食材を使ったメニューを提供する店舗の出店【幡多６市町村】

■サバを安定して活魚輸送
できるのは約６時間

●宿毛市からの消費圏域（６時間圏域）の拡大

・事 業 内 容：養殖⿂の加⼯等
（マグロ・ブリ･マダイ等）

・新規雇⽤予定：フル操業時28名
（うち⽴上時18名）

・HACCP認証取得予定
※アメリカ向け

⾼速道路ネットワークの完成により、整備効果を最⼤限発揮することが可能に

土佐清水市

・ブランド⿂「⼟佐の清⽔さば」
の活⿂⽔槽を設置した飲⾷店
が開店

・宿⽑市産ブリなど、幡多地域
６市町村の⾷材を使⽤した料
理を提供する飲⾷店が開店

■特産物を新鮮な状態で
大消費地へ届ける

●産地加工体制の強化による
付加価値の向上 【宿毛市】

2006
年度末 年度末

2015 ８の字
完成

2,700
万人

約３倍
に増加

800
万人

1,400
万人

※2015年度、8の字完成時の⼈⼝は、
2015年国勢調査⼈⼝速報集計結果
により算定

【2019.7.1操業開始予定】

■土佐の清水さば

神戸市

観 光 振 興産 業 振 興

■消費圏域人口の推移

（神⼾市中央区） （神⼾市中央区）

■養殖魚の加工能力県内最大規模の
水産加工施設

■凡例

※事業中区間のICの名称は⼀部仮称

：開通 済（無料・２⾞線）
（暫定２⾞線含む）

：事業 中

：開通 済（４⾞線）

：調査中区間（県施⼯）
：計画段階評価完了区間

：主なIC、JCT

：重要港湾
：⼀般国道

：開通済み（有料・暫定２⾞線）

●高知龍馬空港や高知新港から観光拠点等へのアクセス向上 ■高知龍馬空港から西南地域の
観光拠点等へのアクセスの向上

■高知龍馬空港から東南地域の
観光拠点等へのアクセスの向上

2014年度末 ８の字完成後

2014年度末 ８の字完成後

28箇所

51箇所

約190分

約150分

22箇所

34箇所

約130分

約70分

【観光拠点等】
観光庁「観光⼊込客数統計に関する共通基準」
に基づき⾼知県道路課にて調査・集計

入港

（約80分）

（約120～150分） (40分）

（約60～90分）

（約100分）

高知南→奈半利

船内での入国
審査の準備

入国審査
（船内）

・

E55
55

■観光■

(60分）

■食事■

E55
（日本食）

（約100分）

入国審査
（客船ターミナル）

55

55E55
■観光■

(60分） (60分）

■観光■

E5555沿線の

観光拠点

(40分×２箇所）

約60分短縮 約20分短縮

奈半利→高知南

（約80分）

約20分短縮滞在時間
の増加

立ち寄り地
の増加

出港

■食事■

（日本食）

■観光■

沿線の

観光拠点

沿線の

観光拠点

沿線の

観光拠点

●インフラ整備によるクルーズ客船オプショナルツアー客の滞在時間の増加
■東部地域（室戸市内）へのオプショナルツアーの事例

入国審査
審査準備

28%

移 動
48%

24%

観光
食事

入国審査
審査準備

移 動

観光
食事

48%
38%

14%

観光等の
時間が倍増

現

在

８
の
字
完
成
後

ノルウェージャン・ジュエル

スター・レジェンド

▲⾼知新港にクルーズ客船が
２隻同時⼊港

▲クルーズ船乗客を観光地へ送迎する
ための30台を超える⼤型ﾊﾞｽが集結

(2018年6⽉)

クァンタム・オブ・ザ・シーズ

高知港
高知龍馬

空港

室⼾市

空港から信号３つで
「四万⼗川」へ

空港から1.5時間で
東南地域全ての
観光拠点等に到達

空港から２.5時間で
⻄南地域全ての
観光拠点等に到達

８の字
の整備

(51箇所)

(34箇所)

:2006年度末

:2015年度末

:8の字完成

:8の字ネットワーク

（⽣⾒海岸）

（⾜摺岬）
⾼
知

(2018年4⽉)
▲室⼾ユネスコ世界ジオパーク
を訪れるｵﾌﾟｼｮﾅﾙﾂｱｰ参加者

(室⼾岬)

⻄南地域：宿⽑市、⼟佐清⽔市、四万⼗市、
⼤⽉町、三原村、⿊潮町

東南地域：室⼾市、安芸市、東洋町、
奈半利町、⽥野町、安⽥町、
北川村、⾺路村、芸⻄村

『⼟佐清⽔ワールド 幡多バル』『⼟佐清⽔ワールド
三宮⽣けすｾﾝﾀｰ』

宿毛湾港

須崎港

四
万
⼗

最⼤
約60分短縮

2.5時間で
全ての観光地等に

到達可能

1.5時間で
全ての観光地等に

到達可能

100分
短縮

最⼤
約40分短縮

⾜摺岬

⽣⾒海岸

室⼾ユネスコ
世界ジオパーク

宿⽑〜内海

奈半利〜安芸
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四国８の字ネットワークの整備促進 高知県

中⼭間地域の安全で安⼼な⽇々の暮らしを確保８の字

の整備

日々の安全・安心の確保

（2-2工区）

【事業中】
北川道路

【事業中】

【小島地区】
道路災害関連（事業中）

中⼭間地域の暮らしを⽀える安全な道路の早期整備

北川村

東洋町

室戸市

安田町

馬路村

落石・崩壊危険箇所

が約200箇所

国道55号+国道493号
東洋町野根～奈半利町乙

【調査中】
安倉〜和⽥

奈半利町

国 道

55
ROUTE

東洋町⽅⾯

3ヶ⽉以上も
通⾏⽌め

【側面イメージ】

■県では施工実績のない長大なトンネルなどの構造物が連続 【主な構造物の構成割合（延長割合）】

標⾼603m

１

●地域住民の日々の生活を支える国道493号では、大規模な崩壊や落石が頻発

×

国 道

493
ROUTE

計画段階評価完了

標⾼12m
▲

■国道493号の落石・崩壊危険箇所の推移

北川村和⽥（H27.6）

１

●「野根～安倉」は急峻な地形と極めて脆弱な地質による難施工区間

⻲裂が多くブロック状に
崩壊しやすい

■大規模な崩壊や落石が度々発生

約90ｍ

２

国 道

493
ROUTE

約200ｍ

133
箇所

104
箇所

0

68
箇所

現在
2-2⼯区開通
北川道路

全線開通
野根〜安倉
開通

落⽯・崩壊
危険箇所が
約半分に

い
よ
小
松

下り線上り線

（岡⼭・⾼松⽅⾯） （⾼知⽅⾯）

20m以上
切⼟のり⾯
17％ トンネル

55％橋梁
20％

その他
8％ 全体延⻑の

『９割以上』
が規模の

⼤きい構造物

⾼さ

６⽇後

▲

「野根〜安倉」延⻑ 約9Km

トンネル延⻑ 約5Km

標⾼660m

標⾼265m
⾼さ
約435m

⾼さ
約420m

■脆弱な地質

・急峻な地形
・脆弱な地質

・トンネル内の崩壊対策
・切⼟のり⾯の崩壊対策等

海部野根道路

開通済み（２⾞線）

事業中（県施⼯）

調査中
⼀般国道
主な県道

国 道

493
ROUTE

最大
津波高さ

24ｍ

最大
津波高さ

19ｍ

野根〜安倉

（133箇所）（65箇所）

×
×

落⽯・崩壊危険箇所
（10箇所連続）
落⽯・崩壊危険箇所

野根〜奈半利

安
倉

野
根

■高い技術力が必要 ⾼度な技術⼒
・規模が⼤きい
・連続している

構
造
物

地
形
地
質

南海トラフ地震による

津波で国道55号の

約８割が浸水
（東洋町～奈半利町）

２

計画段階評価完了

直轄による権限代⾏実施の検討
を⾏うための調査の推進様々な地質が混ざり合い

⻲裂が複雑

【四車線化により災害の備えを高める】

●２０１８年７月７日 高知自動車道「立川橋」の流失

愛媛県

高
知

大
豊

高知県
南
国

E32 

E11 

川
之
江
東

井
川
池
田

高
知
自
動
車
道

松山自動車道

新
宮32

大豊～川之江東の通行止め
に伴う迂回ルート高知IC～川之江JCT

の平常時のルート

⽴川橋上部⼯
（上り線）

E11 

■被災状況

下り線

上り線

⾼知⽅⾯

被災箇所

E32 

徳島自動車道

2018年7⽉7⽇未明_道路区域外の法⾯崩壊により橋梁上部⼯が流失

●２０１８年７月１３日_１１：００ 高知自動車道通行再開

※H27道路交通センサスにて算出

■高知IC～高松西ICの所要時間と
走行距離

平常時⼤豊IC〜川之江東JCT
通⾏⽌め時（迂回利⽤）

約２時間２０分

約１時間２0分

：所要時間（⽚道）
：⾛⾏距離（⽚道）

約160ｋｍ

約115ｋｍ

約45㎞減

約1時間減

通⾏再開により
利⽤者の負担を軽減

▲対⾯通⾏による通⾏再開状況(⼤豊IC付近)

約１年後

●２０１９年７月上旬 高知自動車道 ４車線復旧見込み

高知自動車道
復旧状況写真①

川
之
江

伊
野

土
佐

・早期の通⾏再開により、広域的な交通の途絶を回避
・通⾏を確保した上で、円滑な全⾯復旧作業が可能

四車
線化

(2018年7⽉11⽇)

北川村安倉（2018年7⽉）

地域の特産物の出荷に
国道493号を利⽤

北川村安倉

（計画段階評価完了）

田野町

緊急⾞両の通⾏状況

上り線

下り線

(2019年３⽉)(2018年７⽉)

下り線
上り線

下り線

上り線

⾼知⽅⾯⾼知⽅⾯

須
崎
東

暫定⼆⾞線（有料）

【直轄による権限代行実施の検討を
行うための調査の推進】

︵
安
倉
︶

野
根

集落と駅などを結ぶ
北川村村営バス

【直轄調査中】

上り線

⾼知⽅⾯

(2019年6⽉)

下り線


